
指
導
ア
イ
デ
ア
部
門

　

教
室
で
の
様
々
な
活
動
や
国
語
科
授

業
に
お
け
る
俳
句
の
創
作
指
導
に
つ
い

て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
（
工
夫
）
を
募
集
す

る
も
の
で
す
。
指
導
上
の
ア
イ
デ
ア
（
工

夫
）
と
、
実
際
の
子
ど
も
た
ち
の
俳
句
５

句（
５
名
分
の
作
品
）と
で
応
募
し
ま
す
。

み
ん
な
の
俳
句
部
門

　

学
級
全
員
の
俳
句
を
一
口
と
し
て
募

集
す
る
も
の
で
す
。一
口
単
位
の
賞
と
、

全
作
品
の
中
か
ら
個
人
賞
を
選
定
し
ま

す
。
１
学
級
（
ま
た
は
複
式
学
級
）
で

応
募
し
ま
す
。
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応
募
期
間
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「
子
ど
も
た
ち
が
俳
句
に
親
し
む
こ
と
で
、
言
葉
を

見
つ
め
、
豊
か
な
心
・
感
性
を
育
ん
で
欲
し
い
。」
そ

の
よ
う
な
思
い
を
も
と
に
、
日
本
俳
句
教
育
研
究
会

（
ｎ
ｈ
ｋ
ｋ
）
は
子
ど
も
た
ち
と
俳
句
を
つ
な
ぐ
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

第
３
回
「
全
国
教
室
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
教

育
現
場
で
の
俳
句
創
作
活
動
の
共
有
・
交
流
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
と
表
現
力
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、
俳
句
創
作
指
導
の
実
践
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
教
室
の
子
ど
も
た
ち
の
俳
句
や
実
践
内
容

を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。《 

会
長　

三
浦 
和
尚 

》

公式HP  https://e-nhkk.net/

　
「
募
集
要
項
」
の
詳
細
は
裏
面
ま
た
は
公
式

Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
「
入
賞
結
果
」
は

公
式
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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第３回　全国教室俳句コンテスト　募集要項

　「全国教室俳句コンテスト」は、国語科をはじめとする授業、あるいは学級における俳句

の創作指導の共有や交流を通して、学校（幼児教育を含む）現場における俳句の創作指導の

実践力を高め、子どもたちの感性と表現力を豊かなものにしていくことを目的としています。

みんなの俳句部門
みんなの俳句部門　Excel データをダウンロード、形式通りに

記入し、メールで Excel データを送付して応募します。

【学級情報シート】指導者名や学校などの必要事
項を記入。

1

【応募作品シート】クラスの全員の俳句と氏名（俳
号可）を記入。

2

Excel ファイル名は、頭に【指導者名】を入れて
「【〇〇〇〇】みんなの俳句部門」とつけてください。

　例　【松山太郎】みんなの俳句部門

3

データ送信の際には、メールに直接 Excel データを
添付し、パスワードなどは設定しないでください。

4

同じ指導者が複数応募する場合は、クラスごと
にファイルを作り、指導者名の後に、クラス名
を加えたファイル名をつけてください。
　例　【松山太郎　〇年△組】みんなの俳句部門

5

まずは、日本俳句教育研究会の HP より、応募に必要な Excel データ、

Word データをダウンロードしてください。

※ 同じ指導者が、両方の部門に応募することができます。

作成したデータを、メールに添付して応募します。メールタイ

トルは　「〇〇〇部門：指導者名」とします。

送信先　小（幼）・中・高それぞれの「コンテスト専用メール

アドレス」宛にお送りください。

応募期間：令和８年７月１日～１０月３１日
※ 応募についての質問は、上記のコンテスト専用メールで受

け付けます。

小学校（幼）専用
e.nhkk.contest.syou@gmail.com
中学校専用
e.nhkk.contest.tyuu@gmail.com
高等学校専用
e.nhkk.contest.kou@gmail.com

応
募
の
方
法

日本俳句教育研究会会長三浦和尚、副会長夏井いつき、および

会長の指名する若干名により審査します。

審査結果発表：令和９年１月上旬（予定）
※ 結果は公式ＨＰ、公式 note 等のＷｅｂ上にて発表いたします。

 

審
査

応
募
の
内
容

中学・高校等、複数の学級を指導する場合は、学級ご

との応募が可能です。

幼稚園・保育園等の場合は、年齢・学級を問わず、一

人の指導者が採取したもので応募できます。

応募作品・アイデアは、日本俳句教育研究会の活動の

中で引用・紹介されることがあります。

そ
の
他

趣
旨

表彰式：令和９年２月１３日（土）午後
於：愛媛大学（予定）

◉ みんなの俳句部門
・最優秀俳句賞（応募全児童・生徒対象）小・中・高各１名

・優秀俳句賞（応募全児童・生徒対象）若干名

・優秀学級賞（クラス全句の評価　学級対象）若干数

◉ 指導アイデア部門
・最優秀賞（指導者対象）１名

・優秀賞（指導者対象）若干名

・奨励賞（指導者対象）若干名

表
彰

※ 表彰数は応募数や応募内容等により変更になることがあります。

指導アイデア部門
指導アイデア部門　Word データをダウンロード、形式通り

に記入し、メールで Word データを送付して応募します。

4 Word ファイル名は、頭に【指導者名】を入れて
「【〇〇〇〇】指導アイデア部門」とつけてください。

　例　【松山花子】指導アイデア部門

5 データ送信の際には、メールに直接 Word データ
を添付し、パスワードなどは設定しないでください。

10 の欄に、指導上のアイデア（工夫）を 400 字
程度で記入。

2

１～９の欄に、指導者名や学校などの必要事項
を記入。

1

11 の欄に、俳句５句と作者名（俳号可）を記入。3
※この指導アイデアによる単年度の実践成果に限り、同一作者は不可とします。


